
北九州市のエネルギー政策 
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１．電力供給の仕組み 

～同時同量 

電気は、水やガスのように
貯めておけない 



                     電力供給 

     同時同量のイメージ 
                                                    やりくり 気まま 
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純国産・クリーン  

再生可能エネルギーの課題 

2013/1/1 2013/12/31 
定格出力 

定格出力 

①低利用率：定格の100％が出るのは1年間のうち僅かな時間 

②不規則性：気まぐれに変動 → 必ずバックアップ電源が必要 

年間発電量 

出
力 

出
力 

0% 

0% 

100% 

100% 

課題 

Ｃf=100％ 

Ｃf=22％ 

100×8760 

8760 
= 100 

積分値 

8760 
= 22 

原子力発電 

風力発電 



再生可能エネルギーを大量導入した 

同時同量のイメージ 
                                                    

やりくり 気まま 気まま やりくり 
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コミュニティ 
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２．スマートコミュニティ創造事業 

エネルギーのお持ちより・おすそ分け 
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スマートコミュニティ実証事業の概要 

   １．目的 

スマートグリッドをこれからの日本の経済成長
を担う新たな産業として育成するため、全国４地
域を選定して、実証事業を展開。 

   ２．選定地域 ： 

    ・北九州市 

    ・京都府（けいはんな学研都市） 

    ・横浜市 

    ・豊田市 

   ３．北九州市における実証事業 

    ・実施主体：スマートコミュニティ創造協議会 

            （６７企業・団体） 

    ・実施場所 ：八幡東区東田地区（約120ha） 

    ・期間：   平成22 年度～26 年度（5 年間） 

    ・事業規模   ３８事業 163億円 

 

2010/04/08 日経新聞記事より抜粋 



日本近代産業発祥の地 東田地区 
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住宅・オフィス・病院・福祉施設・商業施設・公共施設 

など都市に必要な機能がほぼそろった都市の縮図 

需要側のサンプルとして好適地 



国際物流特区
の規制緩和活
用による電力
供給事業 
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画期的な供給システム コジェネ基幹電力 
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LNGコジェネ 石炭火力 石油火力 LNG火力 11 

エネルギーの共同利用の仕組み 

・電力は市街地（特定供給エリア）へ供給、蒸気は工場側で利用 

・コジェネ発電所のエネルギーを生活圏と産業圏でシェアリング 

電気 

熱 



製鐵所からの副生水素を活用した水素利用社会の実証事業 

水素製造装置 

北九州エルエヌジー 

天然ガスパイプライン 

水素パイプライン 

【水素パイプラインによる実証事業（イメージ）】 【水素ステーション（平成21年８月完成）】 

水素エネルギー供給 
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燃料電池14台 



2011年北九州水素タウンプロジェクト  水素住宅 
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太陽光発電、蓄電池と連携し、 

家庭内の熱電負荷バランス 

に合わせた効率的・安定的な 

供給システムを検証 



太陽光発電・風力発電の出力   

 まちの平均使用電力の1割到達 

■太陽光発電・風力発電 

  自然史歴史博物館（１６０kW） 

  環境共生住宅（１７０kW）など 

  合計：１３箇所、約  ８００ｋW 

■まちの平均使用電力   

            約８，０００ｋW 
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～北九州スマートコミュニティ創造事業～ 

新ｴﾈﾙｷﾞｰ 等 新ｴﾈﾙｷﾞｰ 等 スマートビル スマートマンション 送電線網 

水素ネットワーク 

天然ガスコジェネ 

次世代SS 

太陽光パネル 
ＩＴ網 

副生水素 

燃料電池 

スマートメーター 

 多様な需要・供給主体をつないでエネルギーを賢くつかう 
 北九州スマートコミュニティ創造事業 

CEMS(地域節電所) 

＜日本初＞ダイナミックプライシング 

コミュニティ蓄電池 
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風力発電 
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地区全体のエネルギーを統合
管理する地域節電所  

地区全体のエネルギーを補完する 

ｺﾐｭﾆﾃｨ設置型蓄電池（300kW） 

（系統図） 

 ＣＥＭＳ（地域節電所）の設置 



DP運用フロー図 気象情報及び 

発受電量 
需給計画を表すグラフ 

需要予測と実績を表すグラフ 

地域節電所（CEMS) 
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CEMS画面（48時間 需給運用計画） 

供給側データ 需給運用計画 需要側データ 18 

コジェネ 

自然エネ 

蓄電池 

EMS計画 

EMS以外予測 
需給バランス 

緊急融通計画 



電力料金

電力料金

CEMSの価格調整後

（料金テーブル受信）

ビル内電力消費

充電
放電

デマンド調整

ＢＥＭＳ制御イメージ 
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日鉄エレックス（BEMS) 
CEMSの情報によりピーク時蓄電池使用 

大型蓄電池 



ひがしだクリニック（BEMS) 
CEMSからの気象情報により温水コントロール 

太陽光発電 

太陽熱温水器 

貯湯漕 

          20 
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  スマートメータを２３０世帯（低圧用）、５０事業所（高圧用）に設置 

  EMSがない家庭には、宅内表示機で対応 

（電力使用量確認画面） 

見える化による生活者の取り組み 



＜６月～９月＞ 

（円）
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ベーシック（DP比較世帯料金）

レベル１（15円/kWh）

レベル２（50円/kWh）

レベル３（75円/kWh）

レベル４（100円/kWh）

レベル５(150円/kWh）

発動条件 ※予想最高気温が３０℃以上でレベル２からレベル５のいずれかの料金を適用する。 
※土日祝日はレベル１を適用  

通知のタイミング ※需要家に対し、スマートメーターを通じて、「前日15時ごろ」及び「当日朝」に料金を通知する。 

10倍 25倍 

2012年 夏季ダイナミックプライシング料金 
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参加世帯が既に季時別料金加入世帯であることから、2011年東電管
内スマートメーター社会実証のピークカット効果(▲9.1%)を加えて補
正すると、変動型クリティカルピークプライシングのピークカット効
果は18〜22%。 

50円	
 75円	
 100円	
 150円	


v-CPP	
 9.0%	
 9.6%	
 12.6%	
 13.1%	


TOU	
 9.1%	
 9.1%	
 9.1%	
 9.1%	


0%	


5%	
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20%	


25%	


％
	


ピークカット効果	


【TOU効果＋v-CPP効果】 夏季ダイナミックプライシング ピークカット効果 
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2013年 イオンSCの取り組み BEMSと見える化 

共用部 
機械と機械（BEMS） 

各テナント 
人と機械（見える化） 24 
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３．北九州市地域エネルギー政策 

街のスマート化を産業に転換 
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地域エネルギー政策の策定 

●これまで 

  地球温暖化対策の視点から 

  省エネ・新エネが中心 

 
●これから 
  地域を支える視点から 
  安定・安価なエネルギーにも 
  市が一定の責任 
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①省エネルギー（ネガワット）の推進 

 

②再生可能エネルギー・基幹エネルギー     
創出拠点の形成 

 

③安定・安価で賢いエネルギー網の構築 

地域エネルギー政策の策定 



需要側の取り組み １ フランスの発送電分離体
系 

          28 



２ エナジープール社のネガワット契約の仕組み
１ 
・エナジープール社は、アグリゲータとして、 
・ＲＴＥ社（送電会社）と契約 
・ネガワット枠を担保するため、電力の使い方の異
なる様々な業種（ポートフォリオ）６１社と年間契約 
・エナジープール社はＲＴＥ社からの収入と６１社へ
の支払いの差額を経費として運用 

ＲＴＥ社 エナジー
プール社 

６１社 
（顧客） 

支払 支払 
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３ エナジープール社のネガワット契約の仕組み２ 

●１万ｋＷ×２時間のネガワットを要求された場合
のイメージ 
 
・１社のみでは２時間の需要抑制は困難だが、複
数でやれば達成可能。各需要家には成功報酬が
入る 

時間 

ネガワット 

   １５分   ３０分   ４５分   ６０分   ７５分   ９０分  １０５分  １２０分 

Ａ社             Ｄ社     Ｆ社 Ｇ社 

Ｂ社 Ｃ社 Ｂ社 Ｃ社  Ｅ社 
0.5万ｋＷ 

1万ｋＷ 

          30 



31 

 

①省エネルギー（ネガワット）の推進 

 

②再生可能エネルギー・基幹エネルギー     
創出拠点の形成 

 

③安定・安価で賢いエネルギー網の構築 

地域エネルギー政策の策定 



地域エネルギー政策の策定 
 

    響灘地区スマートインダストリ 
  

          32 
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石炭火力発電適地 

(国有地⇒市有地) 

ＬＮＧ火力発電適地 

（市有地） 

ﾊﾞｲｵﾏｽ発電適地 

（市有地） 

洋上風力発電適地 

(市：占用許可) 

響灘地区エネルギー供給ポテンシャル 

石炭輸入基地 

ＬＮＧ輸入基地 

メガソーラー 



１  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  １０ 

スケジュール感 

大規模火力 
２００万ｋＷ 

(LNG100万kW 

石炭100万kW) 

１  ２  ３  ４  ５  ６  ７   

１０年間で 

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ ５０万ｋＷ 

    火力    ２１０万ｋＷ 

｛想定｝ 

アセス 

建設 

洋上風力 
３０万ｋＷ 

メガソーラー 
２０万ｋＷ 

稼動開始 

稼動開始 

順次稼動開始 

順次稼動開始 

中規模火力 
１０万ｋＷ 

(バイオマス10万kW) 

市内だけでなく、 
オール九州にも貢献 

アセス 建設 

１  ２  ３ 

１  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  １０ 

アセス 

建設 
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平成２５年検討事項（自然環境調査） 

35 
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①省エネルギー（ネガワット）の推進 

 

②再生可能エネルギー・基幹エネルギー     
創出拠点の形成 

 

③安定・安価で賢いエネルギー網の構築 

地域エネルギー政策の策定 
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電力システムの課題 

●高度成長期 

拡大する一方の電力需要 

→総括原価方式を担保に供給力増強 

 

●現在 

夏季のピークに対応する発電設備 

→平均稼働率６０％、安定・高価なエネルギー 

 

●今後 

分散型の効率的なシステムにダウンサイジング 

→安定・安価なエネルギー 



地域新電力（地域ｴﾈﾙｷﾞｰ会社）の可能性 

地域 

新電力 

電力マネジメント 

ビジネス 

行政機関 

市内企業 
（共同受電） 

公営電源 

（廃棄物発電） 

市内企業・市民 

自家発電 

余剰電源 

再エネ電源 

固定価格買取 

市外進出 

市民 

（一括受電） 

IPP電源 

メンテナンス 

ビジネス 

地域新電力
の推進 

地域需要家 

新電力 

メガPV・洋上風力 

発電の設置・導入 

再生可能エネルギー 

の普及支援 

自家発電設備の
導入支援 

基幹電源（大型火力 

発電）の設置・導入 

地域節電所の 

市域展開 

共同調達の実施 

需給安定化サービス 

の展開 

電熱融通の 

モデル実証 

産業コンビナート化 

の推進 

広域ｴﾈﾙｷﾞｰ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの環境整備 

既存建築物の 

スマート化 

戦略的環境 

アセスメントの実施 

環境・エネルギー 

産業の誘致・集積 

広域に 

貢献 
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４．アジアへの展開 
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● 市内プロジェクト地区 
       (響灘地区、城野地区)へ
展開 

● 低炭素都市推進協議会 
          ～低炭素都市づくりのリーダーシッ
プ～ 

環境モデル都市(１３都市)による優れた取組みを全国に展開し、世
界への情報発信等を目的として設立。（全国の自治体等１６８団体
が参加） 

ＳＴＥＰ １ ＳＴＥＰ ２ 

● アジア低炭素化センター 

本実証事業で得られた成果をアジア地域を中心にビジネスベースで移転 

● 八幡東田での実証 

ＳＴＥＰ ３ 
● 市域全域に展開 

Kitakyushu Smart Community 

全国へ、そしてアジアへ 

北九州スマートコミュニティで得られた 

ノウハウ・成果をビジネスベースで構築 

ス マートグリッド 

太陽光発電 

ＬＥＤ 

E Ｖ（電気自動車） 

水素利用技術 

パワーエレクトロニクス 

グ リーンＩＴ 

ＩＴ 
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素
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術
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北九州スマートコミュニティで得られた 

ノウハウ・成果をビジネスベースで構築 

ス マートグリッド 

太陽光発電 

ＬＥＤ 

E Ｖ（電気自動車） 

水素利用技術 

パワーエレクトロニクス 

グ リーンＩＴ 

ＩＴ 

低
 炭
素
技
術
を

 

ア
ジ
ア
へ
移
転

 

アジア 

低炭素化 

センター 

北
九
州 

大連 

重慶 
昆明 

フフホト 

セブ 

スラバヤ 
スマラン 

チェラビンスク 

グジャラート州 プノンペン 

天津 

ホーチミン 

ハイフォン 

青島 

今後の展開 



環境国際協力で培った都市間の信頼 

大連市・環境改善 
大連市は2001年に国連環境計画からグローバル500を受賞 

スラバヤ市（インドネシア）・生ゴミ堆肥化
２万世帯以上に普及。環境改善と資源化 

プノンペン・水道事業 
無収水量率が改善 

72％(1993年)→８％(2006年) 

大気汚染(1994年） 現在 

生ごみ埋め立てによる 

環境汚染（当時） 

堆肥化された生ごみ 

コミュニティで指導する 

北九州市の技術者 
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＜アジア低炭素化センター開設（２０１０年６月） ＞ 

「地域の活性化」「アジアの低炭素化」を推進 

公害克服、ものづくりの過程で生まれてきた環
境技術、これまでの国際協力で構築してきた
都市間ネットワークの活用 

環境国際ビジネスの推進 

北九州市 
環境局 
16名 

地球環境戦略研究
機関(ＩＧＥＳ) 
北九州アーバンセ
ンター 

北九州国際技術協力
協会(ＫＩＴＡ) 
環境協力センター 

センター長 

〔構成〕 〔機能〕 
技術輸出 
の支援 

専門人材 
の育成 

調査研究 
情報発信 

ｱｼﾞｱ低炭素化ｾﾝﾀｰ 

（国際村交流ｾﾝﾀｰ内） 

北九州市、日本の環境技術を集約し、 

環境ビジネスの手法で海外へ展開 

42 



各種プロジェクトの展開図 

中  国 

ベトナム 
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ＦＳ調査及び事業化 
①～④㈱安川電機：省エネ事業 
①ＪＥＴＲＯ(2008年度：大連市)/②経産省 (2010年度：北京市）/ 
③環境省 (2011年度：陝西省）/④第６回日中省エネルギー・環境総
合フォーラム協力プロジェクト(2012 年度：天津市) 

⑤、⑥ＴＯＴＯ㈱：節水型住宅設備機器の普及事業 
⑤環境省（2011年度：大連市）/⑥経産省 (2012年度：ホーチミン、ハ
ノイ） 

⑦～⑨日本磁力選鉱㈱：電気電子機器廃棄物リサイクル事業 
⑦経産省（2012年度：ムンバイ市）/⑧NEDO実証（2012年度：ムンバ

イ市）/⑨経産省（2012年度:ハノイ市、ホーチミン市、ハイフォン市） 

⑩日立製作所㈱等：ダヘジ・エコシティ開発の支援 
・経産省（2010年度～：インド・ダヘジ地区） 

⑪㈱エコマテリアル：廃プラスチックのリサイクル事業 
・環境省 (2011年6月 ～：天津市) 

⑫九州メタル産業㈱：廃自動車リサイクル事業 
・経産省(2012年12月 ～：天津市) 

⑬北九州大連市の連携による循環型都市協力推進事業 
・経産省（2009年度～2011年度:大連市） 

⑭㈱松本光春商店：古紙リサイクルシステム構築事業 
・経産省（2012年10月～：大連市） 

⑮日本総研㈱等：マレーシアの環境配慮型都市づくり 
・ＮＥＤＯ（2011年度：プトラジャヤ市、サイバージャヤ市） 

⑯日本総研㈱等：BEMSアグリゲーション事業 
・経産省（2012年12月～：プトラジャヤ市） 

⑰㈱新菱：マレーシア等における電子産業生産プロセス 

 のトータルリサイクル事業 
・環境省(2012年５月 ～：マレーシア全土) 

⑱東レグループ：インドネシアＢＯＰプロジェクト 
・JICA （2011年11月～:スンバワ県等） 

⑲新日鐵エンジニアリング㈱等：インドネシア工業団地の 
 コジェネ＆省エネ事業 
・経産省（2012年３月～:スラバヤ市） 

26 西原商事：リサイクル型中間廃棄物処理施設パイロット事業 
・外務省（2012年12月～：スラバヤ市） 
27 新日鐵化学㈱：硝酸性窒素除去技術のライセンス供与 

 

中小企業アジア環境ビジネス展開支援事業 
⑳㈱豊光社：タイにおける省エネ照明の普及事業 

21 ㈱フジコー：大韓民国における光触媒抗菌タイルの普及事業 

22 小倉合成工業㈱：インドネシアにおけるヒマシ油精製事業 

23 ㈱セパシグマ：韓国での半導体製造廃液リサイクル事業 

24 ㈱リサイクルエナジー：マレーシアにおける廃プラスチック油化事業 

25 ㈱ビートルマネージメント：インドネシアにおける廃棄物中間処理事業 

カンボジアにおける上水道整備事業 
28 シェムリアップ市浄水場基本設計補完業務 

29 セン・モノロム市上水道整備 

   コンサルティング業務 

30 カンポット市／ケップ市の水道事業計画に 

   係る基礎調査 

ベトナムにおける上下水道整備事業 
31 ハイフォン市のブロック配水システム調査 

32 高度浄水処理技術導入（JICA草の根事業） 

スラバヤ市における下水道整備事業 
33 下水道整備計画等策定業務 
34 分散型排水処理施設整備事業
（JICA草の根事業） 
 

● 

● 
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グリーンシティの輸出（スラバヤ市の事例） 
廃棄物処理 

 
排水処理（河川の浄化） 

 
 

太陽光発電・小型脱塩浄水装置による 

飲用水供給事業 

CO2削減の定量化 

手法の調査 
スラバヤ市で行う事業に
ついて、削減可能なCO2

量の定量化手法を検討す
る。（IGES） 

水道水の浄化 
 

経済産業省「インフラ・システム輸出促進調査事業」 

 

コジェネレーション（蒸気＋電気供給）＆省エネ事業 
スラバヤ工業団地：ＳＩＥＲ 

八幡東田スマートコミュニティ事業の技術・ノウハウの輸出 
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いい未来を世界にみせよう 


